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は じめに

　地域 コ ミ ュ ニ ュ テ ィ の 人間関係の希薄化や核家族化の 中、 地縁や家庭で の 子育て が難 しい局面を

迎え、子育て困難が叫ばれて久 しい
。

1989 年度の 出生率の 急激な減少が 「1，57 シ ョ ッ ク 」 と名付

け られ 、 その後 、
エ ン ゼ ル プラ ン （1997年）に始まる少了化 対策や 子育て支援に関連する各種施策

が講 じられた。こ の 間、官民問わず様 々 な子育て 支援活動が各地で 取 り組 まれて きた。これ らの 様 々

な子育て 支援活動の ネ ッ トワーク化の必要性は、多 くの研究者、実践者が指摘する事実である 。 し

か し、子育て 支援の 現場で使用す る 「ネ ッ トワー
ク化」 に向か うとい うこ とは どの ようなこ とで あ

ろ うか 。 ネ ッ トワ
ー

ク とは活動 と活動を単に繋ぐだ けではない u ネ ッ トワ
ー

ク化に よ り、それぞれ

の活動がさらに発展するだけではなく、それ ぞれ に活動の相互作用が他の 活動や団体に も影響 を及

ぼ し、 最終的にはそ の 地域にお い て 、人 々 の 交流が豊 かにな り、信頼関係が深 くなる こ とで地域の

課題 が主体的に解決 され るよ うな コ ミュ ニ テ ィ となる こ とが期待 されて い る。

　 まず、こ の論考で は、「ネ ッ トワー
ク化」 の 意味内容 を検刮す るため に、1 章では 、現在 の 子 育て

支援にお ける活動やネ ッ トワークの 状況を概観 した後、2 章で は、先行研究における 3 つ の 「社会

的ネ ッ トワー
ク論」 の整理 と分類を試み る 。 それ を も とに 3 章では 、 先行研 究で分類 した 「社会的

ネ ッ トワー
ク論」 を踏まえた上で 、地域の 子育て支援の 実践活動に必 要となる 「社会的ネッ トワ

ー

ク機能」 の あ り方につ い て事例を通 じて 検討す る 。 また、先行研究の 論考を考察した上 で 、「子育

て 」 や 「育児 」 の ネ ッ トワ
ー

ク化は進 ん で も、同質 性の 高い ネ ッ トワーク は、狭い領域の 中で の課

題共有は で きて も、外か らの 視点が入 りに くく、閉 じ たネ ッ トワーク とな っ て しまい
、

「子 育て の

杜会化」 をよ り多様な市民社会に問い かける こ とが困難な現状を指摘 し、現在の 厂子育て支援」 の

実践現場に欠如する 「社会的ネ ッ トワ
ー

ク機能」 に必 要な要素を検討す る 。 また、こ の ネ ッ トワー

ク機能を有効にす るた めには、ネ ッ トワ
ー

クの
一
部分にお い て、新た な 「学び 」 の機能 の 導入が必

要で ある こ とを説 く。 本研究は、子 育て 支援の 実践には、有機的なネ ッ トワークが必要 と論 じられ

て い なが ら、具体的なネ ッ トワー
クの 理論が なか っ た現状を振 り返 り、有機 的か つ 異業種 ・異領域

へ の つ なが りを創成す る新たな 「社会的ネ ッ トワー
ク機能」 の 提言を行 う、，

1 ．子育て 支援に お けるネ ッ トワーク
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（1）子育て攴援の様 々 な活動 と機能に つ い て

　1990年以降、様々 に行われ て い る 「子育て 支援」 の 取組みに つ い て 、橋本真紀 らが行 っ た質問紙

調査で は 、 18 項 目の 実施内容に整琿 されて い る 。 それ らは 、   面接相談 、   電話相談、   家庭訪

問、  親同士 の 情報交換 を目的 としたプ ロ グラ ム の 提供、  親子 へ の 遊び提供を 目的 と したプ ロ グ

ラ ム の 提供 、   サ
ークル づ く り を 目的と した、プ ロ グラ ム の 提供、  地域で始 ま っ たサークル へ の

場の 提 供や 運営支援、  地域子育て支援セ ン ターに関す る情報の提供、  地域の 子育て に関わる社

会資源の 情報提供、  サーク ル 母子保健事業 、   自由に遊べ る場の提供 （ひろ ば事業 、
プ レー

ル
ー

ム の 開放）、  利用者 （親子） と保育園所在所 （園）児 との 交流、  園庭開放 （支援セ ン タ
ー

占有

施設以外 の 保育施設 の 開放）  イベ ン トの 開催、  講師を招 い て の 講演会、  体験保育 （親子、親

子 のみ の 両方含む）  中高生な どの体験学習の 受け入れ、  ボ ラン テ ィ ア の養成や受け入れ、で あ

る 。 （橋本，2005 ：78−80）

　また、保育学の 大立生出啓友は、現在の 子育て支援の機能につ い て、上記の 橋本 らの 先行研究の

項 目などを参考に し、 8 つ の機能に分類 して い る。 それ らは 、   居場所機能、  相談 ・援助機能、

  保育体験、イベ ン ト交流機能，  学習機能、 
一

時保育機能、  情報発信機能、  ア ウ トリ
ー

チ

機能、  ネ ッ トワーク機能、で ある 。
こ の 子 育て支援の 機能は 、相互に 関連性の あ るもの で あ り、

有機的なつ なが りをもっ てはた らく こ とに配慮が必 要であ る と述べ られて い る 。 （大豆生田，2006，

関東学院大学出版会 ： 128−129）

　1980 年代後半か ら、市民に よる子育て 支援の 実践現場が多 く充実 し、「了育 て 支援」 活動の ネ ッ

トワ
ー

クは非常に盛んにな っ て きた経緯が ある。特に 1990 年代は各子育て サークル の ネ ッ トワー

ク化な どが顕著に見て とれる。しか し、筆者は 1990 年代後半以降に充実して きた行政主導による

「子育て 支援」 の各取 り組みが 「受動的 1 で 喀 体的」 な支援を施 し、「サービ ス 享受者」 として

の 親 子を増や してきたこ とを先の論文で指摘 した。 （齋藤 ，
2007 ： 151）子 育て を困難なもの と定義

し、親 に 「 ・
時保育の 提供」 を与える、また、「楽 しい 時間の 提供」 を与える子育て支援策が行政

主導で多く行われ る よ うにな り、 親子が 「子育て支援サ
ービ ス 」を提供 され る立場 となっ たこ とは 、

橋本 らが整理 した分類項 目の   や   の 子 育てサ
ー

クル などの 親予 の 主体的な取 り組み を阻害 し、後

退 させ る要因 ともなっ た 。 しか し
一

方で は 、市民活動の 発展期に伴い 、2000年以降には課題を持 っ

た子 育て を して い る親同士 の 連帯や助け合い は更に深ま り、「障が い の ある子 どもを育て る親」、「母

子家庭の 母親」、「外国人の親」、「ア レル ギーを持つ 子 どもの 親」 の コ ミュ ニ テ ィ などで、セ ル フ ヘ

ル プ的な団体が急増 し、NPO な どの法人格 を取得して活動を継続する団体も増えて きた。これ らの

活動は子どもや親の 持 つ 課題に よっ て細分化され、それぞれの 子 どもの 持 つ 課題 に対応できるよ う

に、きめ細やか な対応を しなが ら、同 じ立場の 親をつ なぐネ ッ トワー
ク化 と して非常に進んで きた

とい え る。

　しか しなが ら、これ らの ネ ッ トワ
ー

ク化が進んで きたに もかかわ らず、子育て 困難や育児 へ の 不
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安は年々 増大するばか りで、児童相談所が対応する虐糊 牛数や相談件数も増加の
一途で ある 。 これ

は、行政主導の 「子育て文援」 が客体的な親を増や し、主体的に課題 解決す る親を育て なか っ たか

らで あろ うか。または、従来進め られて きたネ ッ トワーク化で は十分に対応で きない とい うこ とな

の か 。 もしくは、そ の ネ ッ トワ
ーク の 張 り方、結び方、発展 の 仕方やネ ッ トワーク の 機能 自体に問

題があ る の だろ うか 。

（2 ）子育て の 「社会化」 が持っ 意味

　 こ れ らの 問題 を検討す る ヒで、平成 17 年度の 国民自書の 中で使われた 「了育 て の 社会化」 の 概

念整理 を行い た い
。 同白書で 「子 育て の 社会化」 とい う言葉が登場 して以降、 多くの 場面で使われ

るよ うに な っ た。こ の 国民白書で は 、「子育て 世代の 親世代は 、子育て 世代に 対 し て 子 育て が辛く

て難 しい こ とばか りで はなく、楽 し く充実感が得 られ るこ とを積極的に伝え て い くこ とが期待 され

る。そ し て、親 瓧代だけで なく、同世代の友人、あるい は会社の 同僚、近隣に住む人 々 など、社会

全体で何 らか の 子育て に参加する、ある い はそれ がで きる仕組み を構築 して い くこ とが望 まれ る 。

子育て が 家族の 責任だ けで 行われ るの で はな く、社会全体によ っ て 取 り組む 、「子育て の 社会化」

が重要で ある。」 と結ん で い る。 「子育て の社会化」 とい う言葉を用い 、社会全 体で子育てに参加 す

る、また、そ うで きる仕組み を構築する こ とが望まし い と指摘 された初め て の 行政文書で ある。

　 吉長真 子は 「子育て の社会化」 は、「介護の 社会化」 にみ られるよ うな、民間委託が質の低い 「保

育サービス 」 をもた らし、共同の 子育てや保育を実践 しようとして運営 されて きた 「共同学童」 や

「共同保育」 にみ られ る親の 自キ「生やギ体性 を剥 奪しか ねない と指摘す る 。 （吉長， 2008， 1− 2）。

筆者が先に指摘した通 り、官に よ る子育て支援の施策か ら誕 生 した行政主導の 子 育て支援活動は、

親を客体化させ 、その 主体牲 を後退 させ る可能性を持 つ こ とは認識 してお く必要が あ るu そ の
一方、

「子育て の 社会化」 とい う概念に触れた とき、親た ちに、子 どもが 「自分の 子 ども」 で あるだ けで

はなく、「社会の 子 ども」 で もある とい う意識 をもたせ る効果は認め られ る。また、地域の 住民に

は、血縁 ・地縁を超えて 子 どもたちを地域社会で 育て て い くこ との 重要性 を改め て 考える機会 を与

えて い る 。

　ジン メ ル の 研 究者の 菅野仁は 、ジン メル 社会学の 根幹を形作る 「社会 を為す （Gesellshaftung）」

とい うドイツ詒の 訳語は 「社会化」 が定訳 とされて きた が、「社会関係形成」 とい う訳語 を当てた

い と提案 した。 （菅野 ，
2003

，
30）こ の こ とは、「了育 て の 社会化」 とい う概念に、袿会における様 々

な人や 団体との 関係形成を促進す る働き を読み取る可能陸を示唆 し て い る。そ こ か ら、「予育て の

社会化」 とい う概念を、入 と人 、人 と団体 との 関係の形成に注 日 した 「ネ ッ トワーク論」 として捉

え直す方向で 考察を進め て い きた い 。そこ で 、次の 節で は先行研究に即 して 「社会的ネ ッ トワー
ク

論」 の整理を図るこ ととす る。

2 ，社会的ネッ トワ
ー

ク論 の 分類
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　社会的ネ ッ トワ
ー

ク論は、 「ノー ド・結節点（nodes ）」 と 「つ なが り（ties）」 とい う観点か ら社

会的な隣接1生を考察する理論で ある。ノ
ー

ドとは、ネ ッ トワー
クに関わりを持 つ 個々 人を指 し、つ

なが りとは、開係者 間の結び つ きを あ らわすもの で あ る 。 ノ
ー

ド間に は考え得 る限 りの 関連性 を、

様 々 な種類 の つ なが りで あらわすこ とが で き、ネ ッ トワ
ー

ク は 可能な限りの ノー
ドを適切なつ なが

りで全て結んだ地図で ある と解釈するこ とが で きる。　 （佐藤，2005）ネ ッ トワ
ー

ク理論の 先行研 究

は数多くあるが、そ の 巾か ら、今回 の 論考に必要な3 つ の ネ ッ トワ
ー

ク論を検討 して み た い。

A ；弱い紐帯の 強み と強い紐帯の 強み

　ス タ ン フ ォ
ー

ド大学の 社会学者マ
ー

ク ・グラノ ヴェ ッ ター （Mark　Granovetter ）の 説 で あ る 「弱

い 紐帯 の 強み （Lhe　 strength 　of 　 weak 　 ties）」 は 、 個人 が発展 して い くた めの 求職活動等には弱い

つ なが りの方が家族や友人関係 の つ なが りよ りもはるかに重要で あるとい う理論で ある 。　 「あまり

知 らない 」 間柄 を 「弱い紐帯」 と呼び 、 そ の 重要性 を明らかに したもの である。

　また グラ ノ ヴェ ッ タ
ー

は 「交際圏」 とは密度 の 濃い 互恵的な相互行 為を行 う人 々 か らっ くられ、

他の メ ン バ ー
と同質的な 1生質を持ち、情報面も類似性 を含んで 同質の ネ ッ トワ

ー
クにな りやすく、

別の 1青報が必要なら、他の交際圏の 中で 見つ ける必要が あると説明 して い る 。 別 の 交際圏へ 到達す

るた め には、行為者本人はその 二つ の 交際圏をつ なぐ紐帯を見つ けなくて は い けない e こ の異なる

交際圏を結ぶ紐帯の うち、特にその 紐帯がなければ、二 つ の 交際圏に接点が全 くな くな っ て しま う

よ うな紐帯を 「ブ リ ッ ジ 」 と呼ぶ と整理 して い る。　 （Granovetter1973，1974，1360−1380）

　また
．・
方で、リン らは、強い紐帯の 仮説を説い て い る。ヒ エ ラル キ

ー
の 頂上付近にお い て は、職

業を成功に導 く傾向が ある の は 、 強 い 紐帯であ っ た とする研究で ある。 （Lin，　Ensel，
　and 　Vaughn

，

1981，　1163−1181）

リン は これ らの 弱い紐帯、強い紐帯の先行研究等を検討 した Eで 、以 ドの よ うに分類して い る。

（リン ，2008 ，85−94）

1．強 い 紐帯の 強み命題 ：紐帯が強い ほ ど、資源の 共有や交換を しやす くす る。 しか し、強い紐帯

　　がア クセ ス 可能にす るソー
シ ャ ル ・キ ャ ピタル （社会関係資本）は 、行為者本人 の 持つ も の と

　　似て い るか、少 し異なる程度 の 範囲になる 。

2 ．弱い紐帯の 強み命題 ；紐帯が弱い ほ ど、異質的な資源 ヘ ア クセ ス しやすくな り、よ りよ い ソー

　　シ ャ ル ・キ ャ ピ タ ル を入手 しやす くなる。

リン の 考察で は、　「ブ リ ッ ジ」 で結ばれ た個人は 、それぞれ の交際圏内では 、他 の 交際圏 との 紐
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帯を維持 して い る必要があるため、周辺的位置にい る こ とが多い だろ うと仮定 した。社会的ネ ソ ト

ワー
クは、異なる領域の 様 々 な利宝 関心 に よっ て 構築 され、異なる利 室 羯心 はネ ッ トワー

ク の 別 の

場所にあ る結節点と結び つ くもの で あると考察 して い る。また、社会的ネ ッ トワー
ク内にお い て、

ネ ッ トワ
ー

ク の 結節点に い る者は 、 他の 結節点 （行為者）へ つ なが る可能性を直接的にも間接的に

も持ち合わせ て い る。 リ ン は、こ れ らの 結節点に埋め込 まれ た資源こ そが行為者の ソーシ ャ ル ・キ

ャ ピタル で ある とも指摘 して い る 。 緊密型の 閉 じたネ ッ トワーク は 、メ ン バ ーに とっ て 実際には あ

ま り有益で はな く、より拓かれた社会的ネ ッ トワ
ー

クには、社会的空隙や弱い つ なが りが多く
く

ま

れて お り （下線部筆者）つ なが りに満ちた閉鎖的なネ ッ トワ
ー

クよ りも、よ り多くの 新しい アイデ

アや機会に恵まれ る可能性が ある と述べ て い る。　 （リン ，2008，49−50）

B ： ノ ッ トワーキ ン グ〜ネ ッ トワーク上に結び 目をつ くる意味〜

　 フ ィ ン ラ ン ドの ヘ ル シ ン キ大学の教育学者エ ン ゲス トロ
ー

ム （Yrj・ Engestr・m ）は、「拡張的学

習」 （学び の 必要 を生 じさせ る問題の 根源 を問 うときに 呼び起 され る学習で 、社会参加 の 学習で あ

る と定義）によ る理論を展開す る中で 、「ノ ッ トワーキン グ （knotworking）」 とい う新たな活動シ

ス テ ム を提唱 した。 彼は 、 多くの 行為者が活動の 対象を部分に共有しなが ら影響 を与えあっ て い る

場にお い て、互い にそ の 恬動を協調 させ る必 要が ある とき、生産的な活動を組織 し、遂行す るた め

の ひ とっ のや り方を 「ノ ッ トワーキ ン グ」 と呼んだ。
「ノ ッ ト （結び E） とい う考え方で 指し示 そ

うする もの は 、 行為者や活動シ ス テ ム は弱 くしか結び付い て ない の に、それ らの 問の 協働 の パ フ ォ

ー
マ ン ス が急遽脈打ち始め、分散、共 有され 、部分的に 即興 の 響 きあ い が起こ っ て くる とい うこ と

で ある」 と述 べ て い る。

　また、エ ン ゲ ス トロ
ー

ム は歴 史的に確立 されて きた仕事 ・組織 ・文化 ・制度 の 間にある境界を横

断 して い く人間活動の新 しい形態に着 目して 、 そ うした コ ラボ レ
ー

シ ョ ン を作り出す人 々 の 学習の

潜在力や挑戦を教育学的に発見 しよ うとした 。 彼 の 説 く 「文化 ・歴 史的活動理論 とは、人間の 「活

動 シ ス テ ム 」 の 文化 、 歴史的発達に関す る理論で 、人問の 多様な活動を分析 し、か つ それ を新 しく

デザイ ン して い くた め の 理論的枠組 「活動理論」 を さらには教育 ・学習 ・発達研究の 新 しい パ ラダ

イ ム と して捉え て い る 。
こ の 「活動シ ス テ ム 」 における適応的 ・流動的 ・自発的な コ ラボ レーシ ョ

ン の創発を促すため に、「ノ ッ トワー
ク ン グ」 とい う 「結び 目づ くり」 と名付けた新たな活動 の 形

態を作り出 した。
こ の 活動の 形態は 、 人や リ ソ

ー
ス をつ ね に変化 させ なが ら結び合わせ 、人 と人 と

の 新たなつ なが りを創発 して い くよ うな活動の 水平的な リズ ム、協調的な生成を考えた もの で あ る。

（エ ン ゲス トロ
ーム，2008，30−40 ・57− 5g）

C ： ソーシ ャル ・キャ ピタル ー祉会的な組織の特徴
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　 「ソ
ー

シ ャ ル ・キ ャ ピ タル 」 の 言葉は、1916 年、米国バ ージ ニ ア 州の 農村学校指導主事 L，J．ハ

ニ フ ァ ン （Hanifan）が 「学校が うまく機能す るためには、地域や学校にお ける地域コ ミュ ニ テ ィ

の 関与が重要で ある」 とし、善意、友情、共感、社会的な交流 とい っ たもの を基盤に蓄積 され る 「ソ

ー
シ ャル ・キ ャ ピ タル 」が、コ ミ ュ ニ テ ィ にプ ラス の 効果をもた らすこ とを指摘 したの が初出とさ

れ る。 （Patnum，2000，19）それ 以降、複数の研究者が こ の用語を使用 して きたが、1993 年、パ ッ

トナ ム が、南北イタ リア の ケース ス タディ
ーから、同 じ施策を実施 して も、南北イタリア の 「ソ

ー

シ ャ ル ・キャ ピタル 」 の 違い に よっ てその 成果が大きく変わる こ とを指摘 して 以来、こ の用語 は多

くの 研究領域で活用 され て きた 。
パ ッ トナ ム の ソ

ー
シ ャ ル ・キ ャ ピタル の 定義は、「お互 い の 利益

に向けて の 調整 と協同を促進す るネ ッ トワ
ー

ク、規範、そ して社会的信頼な どの社会的な組織の 特

徴 を表す．1 （Patn  ，1995： 66− 69 ）とい うもの で あっ た 。

　 「社会的な組織1 の 特徴 とい うパ ッ トナム の 説明は、「組織；集合体／団体」 の 特徴と理解され、

「シ ス テ ム 」 としては捉えられなか っ たこ と 、 また 、
「ソ

ー
シ ャ ル ・キ ャ ピ タル 」 が 「ネッ トワ

ー

ク 1 や 「信頼」 とい う代替指標を用 い て説明されたた め、言葉の 定義が混乱 した。 （齋藤，2008：4）

「組織 」 とい う概念 は 「ある
一

定 の 目的 を達成す るた めの シ ス テ ム で あ る 」 と定義される こ とがあ

る 。 （社会学小辞典 有斐閣〉組織とは 「信頼、規範、ネ ッ トワ
ー

ク」 な ど、多くの 要素の複合体に

よ っ て成 り立 つ 仕組み （シ ス テ ム ） と理解で きよう。

　パ ッ トナ ム 以降の 興味深い 論考と して 、ソ
ー

シ ャ ル ・キ ャ ピタル を、ネ ッ トワー
ク に埋め込 まれ、

ネ ッ トワ
ー

クを通 じて利用 可能になる資源で る と再定義 し て い る もの や （リン
，
2008

，
332）、 社会

福祉の 分野の研究者 である シ ュ ネイダー （Schneider，
　J・ Annc）の 分析がある。（SChneider，2006）

パ ッ トナ ム は ソーシ ャル ・キ ャ ピ タ ル の 社会的な組織 の 特徴を 「絆型 （bc）rlding ）」 と 「橋渡 し型

（bridglng）」 に分類 したが、シ ュ ネイ ダー
は、「ク ロ

ーズ ド型 （closed ）」 と 「橋渡 し型 」 に再分

類 して い る 。 居場所的な機能を持つ 「ク ロ
ーズ ド型 」 は セ ル フ ・ヘ ル プ的 （自助団体的）な組織の

側面 も侍ち 、 信頼を基盤 として 、そ こ に居る場合 に安心感、共感性、連帯感等を生み 出すもの であ

る。パ ッ トナ ム の 研究で は、「絆型」 は閉鎖的で 排他性が強い性質で 、ソ
ー

シ ャ ル ・キ ャ ピ タル の

蓄積 には 「橋渡 し型」 がよ り重要で ある と論 じ られる傾向がある 。 しか し、シ ュ ナイ ダー
の 論は、

社会福祉の 現場に応用する際には、「ク ロ ーズ ド型」 と 「橋渡 し型」 の 両方が必要で あると論じて

い る。（Schneider，2006 ： 126− 129）

3，子育て支援にお ける 「社会的ネ ッ トワ
ー

ク機能」 の あり方につ い て

（1 ）「中庸なネッ トワ
ー

ク 」 （Moderate　Netw。rk ）の 強 さ

　 「子育て 支援」分野における先行研究 としては、祉会学者である松田茂樹の 「育児にお ける中庸

なネ ッ トワー
ク理論」 がある 。 松 閏は従来のネ ッ トワ

ー
ク研 究か ら、ネ ッ トワ

ー
ク構造が生み 出す

力に つ い て の説明方法 として、ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポー
ト仮説 と社会的資源仮説 とに分類 し、こ の

一
：つ

の 異なる仮説が対立構造にあるこ とを示 した後、新たな 「合成効果」 の 効用を問 う 「中庸なネ ッ ト
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ワーク」 とい う構想を提示 して い る。 ソ
ー

シャ ル ・サポー ト仮説は、強 い 紐帯の 理論を背景と した

もの であ り、緊密なネ ッ トワ
ー

ク構造ほ ど主として情緒的なサ ポー
ト効果を発揮する と した。

一
方、

社会的資源仮説はグラ ノ ヴェ ッ タ
ー

の 弱い 紐帯の 強 さにつ い て の理論の 流れをくむもの であ り、弱

い 紐帯が多く含まれるネ ッ トワ
ー

クや多様性の 高い ネ ッ トワ
ー

クほ ど、情報的に高い サ ポー
トカ を

発揮する とい うも の である。 こ の 二 つ の 理論が相対立す る仮説 と して設定されて い たが 、松 田は弱

い 紐帯 と強 い 紐帯の 「合成効果」 が 存在す る こ とを量的な社会調査か ら示 した。世帯外ネ ッ トワー

クの 中核で ある強い紐帯の 規模が増 えて も、その周縁 をなす弱い紐帯の 規模が増えて も、 ネ ッ トワ

ークの サポー トカは高くなる。ネ ソ トワー
ク規模 の 合成効果 とは、これ らの 2 つ の カが組み合わさ

っ て い る こ とが重要で ある とい うこ とを示す もの である 。 また 、 ネッ トワ
ー

ク の 密度にお い て も、

密度が高くなるほ どサ ポー
トカが高くなる とい うソ

ー
シ ャ ル ・サポー ト効果 と密度が疎で あるほ ど

サポー トカが高くなるとい う礼会的資源効果の 両者が組み合わさるこ とで 、 よ り大きな効果を発揮

して い ると捉えた上 で 、密度が 中程度 の ときにネ ッ トワー
ク の サポー

トカが最も高 くな り、合成効

果が発揮で きる と考え 、 そ うしたネ ッ トワ
ー

ク構造を 「中庸なネ ッ トワ
ー

ク」 と名付けた。（松 田、

2008、　P161）

　 ク ロ
ーズ ド型 と橋渡 し型 の 両方の 形態が必要で あるとい うシ ュ ネイダーの 説も、こ の松 閏の研究

と類似 した研究 とい える。また、次項で論 じるように、筆者が実践者か らの 聞き取 り調査を行っ た

際に も、この 両方の 形態が必要なことは、度々 導き出され る回答で あっ た 。 聞き取り調査か らは、

ク ロ ーズ ド型 と橋渡 し型は連続 1生の ある活動 として捉え、ク ロ
ーズ ド型の 活動に参加 して い た参加

者が 、
「新 しい 契機」 を もとに、情報発信や政策提 言をも含めた橋渡 し型 の 組織 の 参加者 になるこ

とや、ク ロ
ーズ ド型の 参加者が、「新 しい 契機」 を もとに、橋渡 し型の 組織を新た に創設する こ と

もあり得た 。 しか し、両者には大きな隔た りがあ るた め、ク ロ
ーズ ド型 の 活動 の 参加 者が 、す ぐに

橋渡 し型に移行す る こ とは様 々 な面で 困難で あ る。

　こ こ で新 し く提案するの は 、こ の 「ク ロ ーズ ド型」 と 「橋渡 し型」 の 中間に位置す る 「新しい 契

機」 をつ くる シ ス テ ム を置くこ とで ある。「橋渡 し型」 に活動形態を移行するため の 「新 しい 契機」

を 当事者に与 える シ ス テ ム が必要な の で ある 。 こ の 「新しい 契機」は 当事者に とっ て は 「学び の場」

の 機能を有するの で ある。こ の 子育て支援の 「学び の 場」 は、第 1節で 橋本が整理 した 18 項 目に

も、大豆生 田が整理 した 8 つ の 機能に も挙げ られ て い ない もの で あ る v それ は 、橋本 らの 分類に よ

る  の よ うな言冓演会で もない 、広く現代社会の 問題 として の 子育て の 課題に つ い て主体的に学ぶ課

題や活動を設定で きる場で ある 。 それ は行政主導の 子 育て 支援の 場で多くみ られ る 、 サ
ー ビ ス 提供

型の 子育て支援の活動 とは
一
線を画 した、市民 が主体となっ た 「学び の 場」 の 企画 ・運営の 実踐で

あ るべ き で ある。また 、「ク ロ ーズ ド型」、「学び の 場」、「橋渡 し型 」 は 、別 々 に 存在する の で は な

く、これ らを連謝 生の ある活動 として 、有機的に機能す る こ とを目的としたネ ッ トワー
ク化が重要

で ある 。
こ の 「仕会的ネ ッ トワー

ク機能」 内は 、
「ノ

ー
ド」 と 「つ なが り」 だけ の 2 次元の 世界で

は な く、螺旋階段状にな っ た、立方体的な シ ス テ ム を有す るもの として イ メ
ー

ジ化する こ とが で き
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る の で はない だ ろ うか。また、その つ なが りは 「弱い紐帯」 または 「強い 紐 帯」 とい う観点だけで

はなく、状況に応 じた自己変容性を持 っ た 「可塑 幽 がある もの と考える。

（2 ） コ ミュ ニ テ ィ
・レ ス トラ ン ネッ トワ

ー
ク京都、そ らまめ ＠ RAKUVA の 事例よ り

　子 育て支援の 社会的ネ ッ トワ
ー

ク を築 く上 で 、現状の 最大 の 弱点は 「同質 の グル
ープ」 の ネ ッ ト

ワー
クに収斂 され て しま っ て い る こ とで あろ う。 子育て 支援の ネッ トワークは、横の つ なが りの連

携が図 られ て きた が、更 に多くの 市民と ともに子育て の 問題 を共有するために必 要とされ る の は、

違 う交際圏、すなわち異業種 ・異領域 へ とつ ながるネ ッ トワー
クを形成するこ とであろ う。以 ドは

京都で の 事例につ い て 、異業種 ・異領域 へ とつ なぐネ ッ トワー
クを模索し、現代の 子育て に関す る

問題 を社会に問い かけよ うと して い る 2 つ の 事例 を報告する 。

  コ ミ ュ ニ テ ィ
・レ ス トラン ネッ トワーク京都 （コ ミ レ ス ネ ッ ト京都）

　1998 年か ら始 ま っ た NPO情報 ・研修セ ン ターが主催する 「協働 コ
ーデ ．イ ネー

タ
ー

」講座 の 参加者

が 中心 となっ て 、 「食」 を核 とした社会課題を解決する場 として の コ ミュ ニ テ ィ
・レ ス トラ ン （以

下 「コ ミ レ ス 」）が全国的に広が りをみせて きた，現在 は全国で 150 程度 に広がる コ ミレ ス で ある

が 、関西地域にはまだ少な く、地域で の ネ ッ トワ
ー

クが必要であるため 、 2011 年 10 月に発足 フ ォ

ー
ラム を行い 、ネ ッ トワーク化の 事業をは じめた。 （事務局担当者は筆者）こ の コ ミ レ ス ネ ッ ト京

都の 「プ ロ ジ ェ ク ト1 」 で取 り組んで い るの は 、通 常の ビジネス モ デル で 地域の商店街等で カ フ ェ

や レ ス トラ ン を運営 して い る営利団体と、地域の 子育て支援を
一
緒に取 り組ん で い こ うとするもの

で ある 。 具体的には、「放課後学童居場所事業」 とい うプ ロ ジ ェ ク ト名で、公的な学童保育を終 ∫

した小学校 4年生以上の 学童を数時間お店で 預か り、軽食 などを提供 し、子 どもたちは宿題やお店

の 簡単な手伝い を行 っ て親の 帰 りを待 つ 小さな社会貢献の プ ロ ジェ ク トで ある 。 放課後留守家庭児

童 、 地域の飲食店 とい う全 く異なる異領域の 二 っ を橋渡 しする こ とを取 り組み始めて い る 。 地域の

飲食店 とア ル バ イ ト等の若年就労者には 、 現在の 了
・
どもを取 り巻く状況や課題を認識 し、子 どもと

交わ る機会を与え、］一どもたちには 「就労」や 「起業」 の 大変さや面白さを身近に感 じ取る機会 と

な っ て い る。 （参考 HP ：http ：〃 ameblo ．　jp／kyotokodomokatei／）

  そ らまめ ＠RAKし鴨

　2011年 8月洛和第二 若草保育園 （洛和会丸太町病院院内保育所）の 2階に NPO法人 「京都子育て

ネ ッ トワーク」 が運営す る 「子 育て コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス　そ らまめ＠RAKLIVAjが 開設された
。

こ

の 活動は医療機関で ある洛和会ヘ ル ス ケア シ ス テ ム 、NPO 法人、カフ ェ
、

セ ル フ ヘ ル プグル
ープの

4 者 の 協働 の も とに成 り立 っ て い る。乳幼児の 保護者が子 ども と
一
緒に参加する こ の ス ペ ー

ス で、

洛和会はイ ン フ ラ の提供や育児に関する講座の 講師派遣を行 っ て い る。また、「障が い 児 と親」 や
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「多胎児家庭」 な ど、課題が ある子 どもの セ ル フ ヘ ル プグル
ープ も参画 し、居場所型 の こ の 場の 運

営に は様 々 な工 夫が施 されて い る。また、カ フ ェ 「cafe 　Tuna−Gu」 で は、旬の 食を伝え るた め の メ

ニ ュ
ー

を考え 、 外食する こ とが 出来に くい 親子連れ で 、 気軽に旬の 食事ができるよ うな配慮もされ

て い る。これ らの 3 つ の異な る団体や業種が 協働す る こ とに よ り、親が
一定の 充実した時間を仲間

と過 ごせ 、学びの 場を持つ こ とも出来やすい ため、より自己主導的な活動主体 として の 変容をみ る

こ とがで きた。 （参考HP ； http：〃 s 。 ramamewa ．　exblog ．　jp／）

（3 ）実践か らの 考察

　こ の 二 つ の 実践に取 り組む関係者 へ の イン タビ ュ
ー調査を通 じて 、異業種 ・異領域へ と拓く社会

的ネ ッ トワ
ー

ク機能を新たに創成す る場合、以 下 の 3 点 の 共通項が浮かび上が っ て きた。

  異業種 ・異領域へ と拓く社会的ネ ッ トワ
ー

ク機能 を有す るため には、「強い紐帯」、「弱い 紐帯」

　 だけではな く、変化 ・∫能な 「しなやか 」 な紐帯が必要で あるこ と。松出が示 した 「中庸なネ ッ

　　 トワ
ー

ク 」 の 合成効果の 理論にプ ラ ス して、紐帯は 自己変容できる 「可塑性」 が必要で あるこ

　　と。

  　 「ク ロ ーズ ド型」 の 組織 は、い っ た ん内と外を区別 し、自分た ちが安心 した空間を確保するた

　　め の 「居場所」 と して機能す るが、そ の 親子 が もっ 課題を社会で共有し、意識変革 して もらう

　 ためには、内から自力で 開く 「扉」 を見つ ける必要が ある。そ の ため には、新 しい 契機 となる

　　 「学びの場」 の シ ス テ ム を置く必要があるこ と。これは、そ らまめ＠ RAKLIWAや コ ミレス ネ ッ ト

　 京都を開設するにあた っ て、様 々 な 「学び」 の機会 を創成 し、長年の話 し合い が これ らの 活動

　　を始める契機とな っ て い る。

  事例の よ うに異なる交際圏を結ぶ紐 帯を創成 しよ うとした場 合、特にそ の 紐帯がなければ、二

　 つ の交際圏に接点が全くなくなっ て しま うよ うな紐帯をブ リ ッ ジとグラ ノ ヴェ ッ タ
ーが定義し

　 たように、異なる交際圏や領域 をつ なぐために、ブ リッ ジ＝橋渡 し型 として の 組織の 設 えが必

　 要で ある 。

  社会的ネ ッ トワーク機能内の 「橋渡 し型」 の シ ス テ ム は、リンが指摘す るよ うに、異なる領域

　　の様 々 な利害関心 によ っ て 構築 され 、異なる利害関心 はネ ッ トワ
ー

ク の 別 の 揚 所にある結節点

　　と結び つ くもの で ある。 社会的ネ ッ トワーク 内に お い て 、ネ ソ トワ
ー

ク の 結節点に い る者は 、

　 他 の 結節点 （行為者） へ つ ながる可能陸をもつ 者 として フ ァ シ リー
テ
ーターと呼ばれ、

一
つ の

　　ク ロ ーズ ド型 内の コ ーディ ネーターとは区別 され て い る こ とが、コ ミ レ ス ネ ッ トの 事務局担当

　 や、そ らまめ＠RAKUWA の 子 育てネ ッ トワー
ク の 代表者の機能か ら浮かび上が っ て きた 。

ll

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Engaged Pedagogy Association

NII-Electronic Library Service

The 　Engaged 　Pedagogy 　Assooiation

本研究は 、 子育て の 社会化 へ と向か うた めに、新たな子育て支援の社会的ネ ッ トワー
ク機能 の

モ デル を提示するため の 準備 として 、社会的ネ ッ トワーク論 の 先行研究の 整理 を行 っ た。 ま た、

現代仕会の 課題 として の 子育て の 営み を検討する際に 、 よ り多くの 人に こ の 問題 を共有 し、解

決するため には、同質の 閉 じたネ ッ 1・ワー
クでは なく、異業種 ・異領域へ と拓 くネ ッ トワーク

が必要で ある こ とを 二 っ の 事例よ り確認 した 。 今後は、これ らのイ ン タビ ュ
ー
調査の 内容 をさ

らに分析 し、異業種 ・異領域 へ と拓かれた社会的ネ ソ トワー
ク機能に つ い て の 詳細な検討 を加

える とともに、こ の 社会的ネ ソ トワーク機能の モ デル を展望 して い きた い 。
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